
262010・８・12010・８・127

▼
日　

時　

　
　

８
月
14
日
（
土
）
15
時
〜
22
時

　
　

※
雨
天
の
場
合
は
８
月
15
日
（
日
）

　
　
　

に
延
期

▼
場　

所　

　
　

朽
木
保
健
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

▼
内　

容　

魚
の
つ
か
み
ど
り
、
ち
び
っ
こ
に
よ

る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
お
楽
し

み
ゲ
ー
ム
、
朽
木
太
鼓
、
花
火
大
会
、

盆
踊
り
な
ど

　

新
旭
針
江
浜
で
刈
り
取
ら
れ
た
ヨ
シ

を
、
自
然
に
感
謝
し
、
環
境
保
全
を
Ｐ
Ｒ

す
る
目
的
で
、
夏
の
最
終
章
と
し
て
マ
キ

ノ
高
原
で
た
い
ま
つ
を
燃
や
し
ま
す
。

▼
日　

時　

　
　

８
月
21
日
（
土
）　

13
時
〜

▼
場　

所　

　
　

マ
キ
ノ
高
原

マ
キ
ノ
高
原
管
理
事
務
所

　

（
２
７
）
０
９
３
６

　

今
か
ら
約
４
０
０
年
前
、
慶
長
15
年

（
１
６
１
０
）
に
大
溝
（
高
島
市
勝
野
）

の
商
人
が
東
北
の
盛
岡
へ
進
出
し
て
豪
商

の
小
野
組
と
し
て
発
展
し
活
躍
し
ま
し

た
。
高
島
に
伝
え
ら
れ
た
小
野
組
の
資
料

を
展
示
し
ま
す
。

▼
日　

時

　
　

８
月
１
日
（
日
）
〜
８
月
29
日
（
日
）

　
　
　

※
月･

火
曜 

休
館

▼
場　

所　

高
島
歴
史
民
俗
資
料
館

　

▼
入
場
料　

無
料

高
島
歴
史
民
俗
資
料
館

　

（
３
６
）
１
５
５
３

　

マ
キ
ノ
資
料
館
で
開
催
中
の
特
別
展
示

「
古
文
書
に
見
え
る
マ
キ
ノ
地
域
の
歴
史
」

で
は
、
マ
キ
ノ
古
文
書
ク
ラ
ブ
が
市
と
と

も
に
解
読
・
整
理
を
進
め
て
い
る
江
戸
時

代
の
マ
キ
ノ
地
域
の
歴
史
を
示
す
貴
重
な

古
文
書
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
展
示
会
の
開
催
に
併
せ
公
開
講
座

を
行
い
ま
す
。

▼
日　

時

　
　

８
月
6
日
（
金
）・
９
月
10
日
（
金
）・

　
　

10
月
８
日
（
金
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場　

所

　
　

マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容　

　
　

古
文
書
歴
史
公
開
講
座
（
入
門
編
）

　
　
　

ー
往
来
手
形
・
五
人
組
帳
を
学
ぶ
ー

▼
参
加
費　

無
料

マ
キ
ノ
資
料
館　

（
２
７
）
１
４
８
４

　

す
べ
て
の
戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
先

の
大
戦
か
ら
得
た
多
く
の
教
訓
を
心
に
刻

み
、
恒
久
的
な
平
和
社
会
の
実
現
に
向
か

っ
て
進
む
市
と
し
て
、
そ
の
永
久
の
平
和

を
祈
念
し
、
平
和
を
願
う
心
を
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
た
め
の
市
民
の
集
い
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
日　

時　

　
　

８
月
21
日
（
土
）
14
時
〜

▼
場　

所　

　
　

高
島
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
内　

容

ビ
デ
オ
上
映
「
戦
争
で
ご
主
人
を
亡

く
さ
れ
た
方
の
体
験
談
」、
戦
跡
訪

問
学
生
作
文
発
表
、
戦
没
者
へ
の
黙

祷合
唱
（
少
年
少
女
合
唱
団
）

　
　

参
加
者
に
よ
る
献
花

　
　

平
和
都
市
宣
言
の
朗
読

▼
参
加
費　

無
料

社
会
福
祉
課

　

（
２
５
）
８
１
２
０

　

滋
賀
県
に
は
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１

年
）
の
「
戸
籍
法
」
の
制
定
以
来
の
人
口

や
統
計
に
関
す
る
通
達
の
ほ
か
、
郡
役
所

か
ら
出
さ
れ
た
大
正
期
の
統
計
原
票
な
ど

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
10
月
１
日
に
行
わ

れ
る
平
成
22
年
国
勢
調
査
に
あ
わ
せ
て
、

県
政
資
料
室
（
滋
賀
県
庁
新
館
３
階
）
で

は
そ
れ
ら
の
戦
前
の
公
文
書
を
展
示
し
、

国
勢
調
査
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
我
が
国
の
人
口
・
世
帯

の
実
態
を
把
握
し
、
各
種
行
政
施
策
そ
の

他
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、

大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
第
１
回
国

勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
調

査
に
あ
た
り
、
説
明
の
た
め
に
講
演
会
を

行
っ
た
り
、
歌
を
作
っ
た
り
し
て
、
広
く

告
知
に
努
め
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、
５
年

お
き
に
調
査
は
続
け
ら
れ
（
昭
和
20
年
除

く
）、
今
年
は
90
年
目
の
第
19
回
調
査
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て

実
施
さ
れ
る
平
成
22
年
国
勢
調
査
は
、
人

口
減
少
社
会
に
あ
る
日
本
の
未
来
を
描
く

上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
デ
ー
タ
を
得

る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
講
座
】

　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
と
い
う
加
工

さ
れ
た
生
花
を
使
い
、
ホ
ワ
イ
ト
フ
レ
ー

ム
の
リ
ー
ス
ア
レ
ン
ジ
を
行
い
ま
す
。
季

節
に
合
わ
せ
た
ア
レ
ン
ジ
を
手
作
り
す
る

こ
と
で
、
日
常
生
活
に
癒
し
の
時
間
と
彩

り
の
あ
る
花
空
間
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

▼
日　

程　

　
　

８
月
21
日
（
土
）

▼
時　

間

　
　

レ
ッ
ス
ン
Ⅰ　

10
時
〜
正
午

　
　

レ
ッ
ス
ン
Ⅱ　

13
時
〜
15
時

　

▼
場　

所　

　
　

働
く
女
性
の
家　

研
修
室

　

▼
講　

師　

　
　

西
村
友
子
さ
ん

　

▼
定　

員　

　
　

各
回
６
人
程
度

　

▼
受
講
料　

　
　

各
回
２
，５
０
０
円
（
材
料
代
込
み
）

　

▼
申
込
方
法　

　
　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

▼
受
付
時
間　

　
　

９
時
〜
21
時
（
火
〜
土
曜
日
）

日
・
月
曜
日
は
休
館
日
の
た
め

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
み

働
く
女
性
の
家

　

（
２
２
）
５
７
７
５

　

高
島
市
で
鍵
山
秀
三
郎
先
生
提
唱
の

「
心
を
磨
く
ト
イ
レ
掃
除
運
動
」
が
は
じ

ま
っ
て
か
ら
今
年
で
３
年
目
。
今
年
も
実

施
し
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
講　

演
】

　

・
日　

時　

８
月
21
日
（
土
）

 
 
 
 
 
 
 

13
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
（
受
付
：
12
時
30
分
〜
）

　

・
場　

所　

安
曇
川
公
民
館

　

・
内　

容　

　
　

体
験
発
表
（
染
色
作
家　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
玄
匠
さ
ん
）

　
　

講
話
（
日
本
を
美
し
く
す
る
会
相
談
役

　
　
　
　
　
　
　
　

鍵
山
秀
三
郎
さ
ん
）

　
　

映
画
上
映
（「
て
ん
び
ん
の
詩
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
部
原
点
編
）

　

・
参
加
費　

１
，５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

【
ト
イ
レ
掃
除
と
ミ
ニ
講
話
】

　

・
日　

時　

８
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
11
時

　

・
場　

所　

今
津
東
小
学
校

　

・
内　

容　

　
　

ト
イ
レ
掃
除

　
　

講
話
（
日
本
を
美
し
く
す
る
会
相
談
役

　
　
　
　
　
　
　
　

鍵
山
秀
三
郎
さ
ん
）

　

・
持
物
等　

軽
装
で
汗
拭
き
タ
オ
ル
と

　
　
　
　
　
　

軍
手
、
参
加
費
５
０
０
円

▼
定　

員　

　
　

１
２
０
人
（
両
日
と
も
申
込
み
順
）

▼
申
込
方
法

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
参
加
日
（
両
日
、
21
日

の
み
、
22
日
の
み
を
明
記
）
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
〈
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信
先
〉

　
　
　

（
３
２
）３
０
１
７（
白
井
さ
ん
）

　
　
　

（
３
２
）１
５
７
７（
川
越
さ
ん
）

高
島
掃
除
に
学
ぶ
会

　
　
　
　
　
　
（
川
越
清
司
さ
ん
）

　

（
３
２
）
１
５
７
７

　

滋
賀
県
住
宅
供
給
公
社
は
、
県
民
に
対

し
て
安
価
で
良
質
な
住
宅
・
宅
地
の
供
給
、

住
環
境
の
整
備
を
目
的
に
滋
賀
県
が
設
立

し
た
公
社
で
す
。

　

現
在
、
新
旭
駅
前
７
区
画
の
宅
地
分
譲

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
所
在
地　

　

高
島
市
新
旭
町
北
畑
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
番
地
先

▼
概　

要

　

・
宅
地
分
譲　

全
18
区
画
の
内
７
区
画

　

・
宅
地
面
積　

２
３
４
㎡
〜
２
５
７
㎡

滋
賀
県
住
宅
供
給
公
社

　
　
（
大
津
合
同
庁
舎
4
階
）

　

０
７
７
（
５
２
２
）
２
５
５
１

　

公
共
職
業
訓
練
は
、
国
（
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
）
や
都
道
府
県
が
職
業
訓
練
校

を
設
置
し
た
り
、
民
間
の
専
修
学
校
・
大

学
・
事
業
主
等
に
委
託
し
た
り
し
て
、
職

業
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
公

的
な
訓
練
で
す
。

　

現
在
、
高
島
教
室
で
行
う
「
介
護
福
祉

科
」
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

　

過
去
５
年
以
内
に
概
ね
３
年
以
上

継
続
し
て
常
用
雇
用
（
正
社
員
）
さ

れ
た
こ
と
が
な
い
求
職
者
。

▼
内
容　

　

ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
養
成
研
修
に
加

え
て
、
介
護
全
般
に
関
わ
る
知
識
・

技
術
を
4
か
月
で
身
に
つ
け
ま
す
。

　

▼
定　

員

　
　

15
人

▼
受
講
料　

　
　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

　

▼
募
集
期
間

　
　

８
月
６
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
方
法　

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
ま
で

独
立
行
政
法
人　

　

雇
用
・
能
力
開
発
機
構 

滋
賀
セ
ン
タ
ー

　

０
７
７
（
５
３
７
）
１
１
７
６

県
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

宅
地
分
譲

公
共
職
業
訓
練
生
募
集

第
28
回
朽
木
鯖
街
道　

　
　
　

ふ
る
里
ま
つ
り

マ
キ
ノ
高
原

　

ヨ
シ
た
い
ま
つ
ま
つ
り

高
島
出
身
の
商
人　

　
　

小
野
組
の
資
料
展
示

マ
キ
ノ
資
料
館

　

特
別
展
示
・
公
開
講
座

高
島
市
戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
し

平
和
を
誓
う
市
民
の
集
い

県
政
史
料
室
展
示

「
国
勢
調
査
の
は
じ
ま
り
」

映
画「
て
ん
び
ん
の
詩
」と

　
　
　
　

鍵
山
先
生
の
講
話


